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-1. 緒言潮汐と地震設生とを統計的に結び付けんとの企は古来地震撃者

諸家の試みた所である。昭和 5年 1月頻裂したかの伊東地震群に就ては，共

の初期に於て潮汐との明瞭な関係が認められた;邸ち，此の地震群の三崎に於

ける観測同教は同地に於ける桧潮記象と顕著な相闘を示レ，共の頻度は高潮に

於て大に，低潮に於て小となることが観られた。

新る闘係、は由来設震地方の地文的特殊性に左右されること勿論であって，同

一研究方法を以てするも，或る地方に於て起れる地震に就ては顕著な関係を得

るに反し，他ぞ地方に於ては左程の関係を認め得ない場合のあることは蛍然と

云ふぺきであらう。

扱て蓋湾方面に於ては此の関係はどうであらうかふ筆者A今同の牽湾地震の

調査に蛍れ墓湾に於ける該問題に著目し，牽湾附近に於ける潮汐を調べた所・γ

向島附近に於ける潮汐は地震のE芝生に封し特に有力えに登震因子となるべきとと

が推測されたので，先づ共の手始めとして表題の地震群に就き，潮汐との関係

と見倣さるべきものを求めて見た。

2. 蓋湾附涯の潮汐 蓋濁附近の潮汐に就ては水路部議行の潮汐去により大

略の概念を得ることが出来る。特に同表附録「潮浪進行園J(第 1園〉によれ

第 1悶蓋樗附近の同時期線 ば牽湾附近の潮浪進行の模様は一見

して明瞭でァ潮浪が東岸より甫と北

に分れ，南北雨岸を洗って互に内側

に醇じ西岸の中部に於て再び合し，

更に西へ向ふのを見る。東西西岸の

中部に於ける潮汐の位相差は約 6時

間と見られ，共の震め正に東岸の低

潮時は西岸の高潮時に蛍り，高潮時

は逆に低潮時に蛍る関係、となる。 gp
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ち潮汐t己主る荷重は東岸と西岸とでは正民主Jとなる諜であるコ但し同去により

て示されたる通り，蚕湾島附近の潮汐の性質は所によりて著しき差異あわ東

岸及北西岸に於ては左程でもないが，北岸及南西岸に於ては日潮不等著しく，

一日一同潮のととが多く潮時潮高の不等も亦大きい。 j切の如く所によって相営

大なる差異もあるけれ共y 要するに全般的に之を観るときは，上速の潮汐荷重

の正反環象に力日へて潮差も相官大，であるから，墓濁附近の地震殊に副原因に依

うで共のZ芝生が大いに影響さるべき種類の地震に封しては潮汐の影響を相嘗考

慮に入れて然るべきものであらう。

3. 表記花蓮港地震並びに其の2余震 6月 14日 14時 37分頃花蓮港にτ

強震とし之感じた地震(震央 121.8
0

E， 24ふON) を本震としτ，共の後徐震は

14-日148同， 15日 117悶， .16日ω同(以後略)の多数に上ったが?とれ

ょの先同丹 5 日より本震迄に約 40向。前震と目せられるものがあれ 6月

中に於ける有感覚地震は総数 498同を数へた。此の他に無感覚地震 60同あ

わ総計558同に及んだ，今同月 10日より 20日の間に起った地震を時刻別

に表示すれば第 1去の如くで5る。此の中本研究の材料として用ひたのは1.5

日より.19日に至る 5日間の地震である。此の直聞に於ては，後に見る如く，

潮汐ο位相による重ね合はせをすれば，気堅陀よる影響は或程度迄打治される

結果と在るととを見るであらう。

第 1 表

日
時7.5分5 日時 5分7、 14日.時3. 3分3 日時 0分3、 14日. 14時; 4分3、 14日.'15時. 07 分10. 13. 6. 14. n. 
14. 30 59 38 59 44 08 

15. 11 7. 00 41 12. 11 45 10 

1o. 02 01 43 14. 11 49 14 

12 02 4. 01 (本震)37 51 14 

16 04 40 39 52 15 

20 05 5. 39 41 55 16 

19. 22 09 s. 40 41 57 16 

20. 08 19. 46 8. 35 42 58 21 

11. 3. 41 21. 45 9.、 18 42 15. 00 23 

12. '22 -14. O. (3 25 42 01 23 

17. 53 45 10. 04 43 06 25 

(26p) 



14日.'1時5-2分7 日時 4分 14日 2時L5分6 円時 08分 日時分
15日. 14. '17. '1 15，'・1 15~ " 4. -29 

30 ]5 57 10 29 

33 15 22. 02 14 30 

35 4。fリ~ 17 ]7 リs、ζ」、

36 34 29 ]8 43 

36 36 40 20 44 

39 38 40 21 58 

46 56 41 23 59 

49 18. C4 42 Aζ1・O6?， 5. 14 

54 32 42 32 18 

56 39 45 35 ]9 

57 
， 

40 .48. 38 23 

16. 01 41 49 44 26 

01 51 55 2. 00 31 

05 .54 55 30 44 

。7 19. 01 23. 01 37 6. 11 

。7 14 04 40 28 

07 48 04 46 42 
、

08 54 07 5~ 45 

10 20. 12 55 54 34 

11 12 41 
f 

56 55 

13 13 54 3. 07 55 

13 13 15.' O. 01 J4 55 

ム22、 16 13 18 57 

23 16 23 19 7. 07 

24 17 31 
a 

20 14 

25 21 34 23 16 

32 22 50 25 22 

33 33 .5:1 50 4~ 

38 34 54 4. 03 45 

48 48 1， 1. 00 05 53 

52 21. 08 .01 06 8. 00 

56 09， 03 15 
G25 5 

17. 00 13 。5 27 

446 1 
04 37 

。7 50 38 1. 
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円時 2分3 
15 22. 

日時 4分7 
16. 12. 16日斗 14時;5分3 日時 2分9 

Iτ.. 9.. 

45' 48 15. 11 29"" 30' I 9、16

47 48 40 14. 46 3:1 I 41 

16. 1. 21 48 51 58 22. 18 I 46 

2. 15 50 16. 03 15. 13 23. 25 I 10. 50 

17 51 2!l 16. 58 45 11. 39 

6.タ3 51 24 17. 17 53白 43 

7. 04 51 37 18 18. O. 54 ]3. 05 

]2 52 17. 15 19. 20 54 06 

13 52 26 20. 14 1.34 41 

]6 54 57 5~ 2. 54 ]8. 26 

8. 15 55 58 55 7; 28 22. 03 

9. 02 56 18. 19 55 28 33 

40 57 24 56. 29 45 

]1. 07 13. 00 19. 59 59 29 19. O. 28 

15 01 20. 03 21. 00 30 10. 16 

28 02 21. 53 。。 3t 33 

44 02 54 01 23 39 

]2. 32 07 55 02 34 15. ]2 

33 10 56 02 40 
36 

34 23 23. 49 05 40 
54 

16. 03 
35 36 17. 2. 47 06 44 

18. 48 
37 14. 11 47 06 7. 49 19. 05 
28 17 47 12 50 20 

51 21 52 39 

27 54 20. 12. 21 

4. 那覇港に於ける潮汐大正 14年 6月 14日より同月 2)日に至る 7

日間乃那覇港に於ける潮汐を表示すれば第2表の如くであるョ

口

同

第

湖

2 

(268) 

表

低 潮



高 潮 低 湖

日 時刻 潮'高 時. ~11 潮高 3 時刻 潮高|時刻 湖南

h 116 '" 九 711 '"レ 九?比 'II~ h 1n 'mJ 

16 3. 25 1.71 10.ι35 O. 73 16. 50 1. 40 22. 30 O. 94 

17 4. 20 1. 77 11. 20 O. 55 18. 00 1. 49 23. 15 O. 91 

18 5.む5 1.83 12. 00 O. 43 18. 40 1. 61 23. 35 O. 85 

19 6. 45 1. 86 12. 30 O. 30 19. 10 1. 68 一
20 手F ワ‘マ' で一~.~ 守、ず， O. 25 O. 73 寺子 ，‘.f 

苦手印は必要なき故略した所である。

5. 地震頻度と潮汐との関係地震頻度と那覇港に於ける潮汐との関係を調

べるに営り， :;たの如き方法を用ひた。 ~pち那覇港に於ける高低雨潮聞の時間を

六等分し各直聞に起った地震同教を計ヘ，夫等を潮汐の位相に従って加へ合は

せたもの L頻度を調ぺるのである。共の手績を弐表に示ず(第 3表)。

第 3 表 (1)

註竺| 高 潮〆|低 湖

15: Iイ地震 i 14 9 : 10 8 6 3 1 
司教

16 
(時刻 I4 24 34 46 58 70182 94106m127137 

地震 3 --;一一 1 I 4 2 - 4 5 23 
同数 | 

{時刻 243443556G78|9O則山山山 H

地震 一 4 一一 |一 2 一 一 一 一
岡弘 l 

17 

i時刻 3.3 .4.2 5.1 6.3 7.4 8.6 1 9.7 10.9 120 13.1 14.2 ]5.3 

j地震 1 一一一一 16 I 2 2 2 1 2 一
回数 | 

18 

(時刻 37_4.7_ 5.8_ 6.9 _ 8.0_ 9.211;.3 :1.4~2.5 ~3.6 ~4.7 :~.8 
地震 I 1 2 一一 2'同数 一一一一 1

19 

言十 7 27 5 14 15 26 117 16 8 8 7 26 

J潮汐の各位相!に /17" 16 9.5 14.5 20.5 21.5 116.5 12 8 7.5 16.5 19.5 
封ずるt也震同敷，

第

高 潮

3 表ぐ2)

低 潮

守子

(時刻川凶 15.216.2 17.3門 19.420.4 21.4， 22.4 23.4 0.4 

地震 4 2 2 1 8 '113  6 32  同教 “ l 

(ヨ()!))



瓦~な 高 ?潮 低ー 期

(時地同刻震敷 凶日 1回目即 19.6
'0守.4fー す手喝

20.6 21.5 22，5' 23.5 ，"0.4 1.4 
16 4 3， 5'" 2 4 2 ， 4 1 ー

，、'" 守幸 4‘~f-

i用地同寺震教~J 15.7 1G.9 18.0. 18.9 19.7 20.6 2.1.5 22.4 ~3.3 0.3‘ 1.2 :2.!! 
}T， 3 3 1 1 17 :1 3. ~ 1 

d、，‘・ 、・7~ d‘で' 

(時刻削川 18.7'19.5 20.3' 21.2 22.0 22.8 23.6 0.6.' 1.7 '2.7 

18 地同数震 1，ム・ 一 一 一 3 :1 ←ー

ヮ"i't-'

19 /{地時同震i数刻 1G.9 J 8.1 19.2 20.1 21.0 21.8 
2 ー 2 2 一一

言十 13 3 13 6 6 9 

潮封汐ずのる地各位震相同教に 13 8 9.5 6 7.5 14.5 J4.5 9.5 8.5 6 3 4 
'、

(註)合印を附せるは翌日の分。

上表に於て潮汐の各位相に封する地震同教とは共の前後の同教を加へ合は

せy 其の平均を取ったものである。第 3表の結果を園示すれば第2圏となる。

第 2箇潮汐乃各位相応封ずる地震頼度 固に於ける曲線 Iは第

地
震
頻
度

あ fa'， Jる
，昭 L~ 伺 調

に

た

り

的

曲

が

日

と

ら

が

る

庭

り

し

相

し

ょ

線

数

る

る

的

あ

の

見

封

、

よ

少

位

示

れ

直

封

あ

見

線

で

も

を

の

線

今

各

国

之

4

る

は

で

を

直

い

た

之

相

潮

は

た
e

を
j
J
a
な
;
広
j

の

白

み

は

な

い

。

位

t

時

置

し
度
，
り

I

際

な

の

に

差

引

る

の

同

位

示

頻

あ

I

賓

少

向

め

大

差

あ

と

る

の

に

る

で

に

(

減

傾

魚

て

を

で

度

通

潮

去

す

の

り

少

的

ど

の

へ

〕

I

頻

を

E

3
，

封

も

仮

減

線

た

的

考

う

口

震

覇

潮

地

那

高

L

と

は

る

岱

相

.

汐

央

ι

け

川

一

位

潮

震

於

引

の

コ

に

に

れ

汐

る

る

司

川

潮

b

見

;

引

で

を

ら

山

瞭

園

か

日

明

行

る

凶

見

泣

ゐ

広

一

浪

て

M

が
、
湖
し

日

ν旬
、

半

比

一

-

a

a

4

1

7

J

q

l

u

援

が

に

け

の

い

方

一1

て

難

い

れ

以

・

じ

早

引

を

捉

の

1

1

1

 

4

廿
汚

ιが
号

庁

内

週

は

時

2

0

に

く

1

汐

確

し

潮

的

少

，

に

は

は

く270)



く全慢として左へ移動する筈である。併し共の移動量は園上よりすれば恐らく

2，30分を出るととはあるまいと思はれる。然れば，頻度の極大は略潮汐の愛化

速度極大の位相に於て起ると見るととが出来る。

ヨたに試みに主として気堅によって影響されると考へられる所の一日週期の同

様友ものを作払共の毎時間の頻度を園示すれば第3園を得ーる。嘗時花蓮港に

第 3 国 於ける朱墨の観測がな

いので蚕北の朱墨を以

て之、に代用したが大差

は友いものと思ふ。(但

し毎時閣の頻度は潮汐

の場合と同様共の前後

各 1時間の頻度を平均

したものである7。同国

を見るに潮汐の週期を

以でした程の整ーさを認め得えにいa 但し前述の如く此の場合にも潮汐の殺果は

十分泊、去されてゐないから，此の結果を以て直ちに気堅の影響は友いものと定

めて了:ふととは出来たい。要は潮汐と気墜との干渉が都合よく分離され得る様

友頻設地震を捉えて研究するのでなければ，一方の殺果をば完全に消去すると

とは出来まい。

叉，全く出鱈目な並べ方でも第2固の如き結果は生れるかといふ確率論的危

問に封してはァ その Expektanzをとって見るか或は第3表の地震同教を勝手

に並べ受へた場合如何なる結果を生守るかを見れば足る。此の手数は割愛する

とと Lした O

柊りに臨みr 親しく御助言を賜った本多技師に深甚の謝意を表する。

(昭和 10年 5月〉
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